


○新  持続型捕獲モデル実証事業 

鳥獣対策・ジビエ振興室 

１ 目的 

ニホンジカの捕獲を促進するため、効率的な捕獲手法を実証し、持続可能な捕獲モデル

の確立と捕獲個体をジビエにおいて余すことなく有効的に活用できるよう取り組む。  

 

２ 現状と課題 
ニホンジカの年間捕獲目標４万頭に対する達成率が７割程度であり、これまでの捕獲手

法では 2023 年度に生息数半減とする国の捕獲目標の達成が見込めない状況となっている。 

このため、高度な技術を有する捕獲者等を育成し、ニホンジカの生息や繁殖に適した局

所的な地域を対象にした効率的な捕獲手法や捕獲個体をジビエにおいて余すことなく有効

的に活用するため、持続可能な循環型の仕組みづくりを早急に確立する必要がある。 

 

３ 事業内容 

（１）捕獲対策（5,000 千円） 

・牧場・草原地帯(高密度生息地)での持続的な捕獲活動、管理捕獲技術者の育成、食肉利

用を前提とした捕獲の実証 

・事業主体：県 

（２）搬入対策（40,000 千円） 

   ・捕獲現場から衛生的に搬入する仕組みを構築 

  ・事業主体：県 

（３）衛生対策（3,000 千円） 

   ・HACCP に取り組む食肉加工施設の衛生管理の向上 

  ・事業主体：捕獲者・処理加工施設・実需要者等によるコンソーシアム 

  ・補助率：定額 

（４）流通対策（7,000 千円） 

   ・道の駅や農産物直売所、スーパーや飲食店等における販売促進  

・事業主体：捕獲者・処理加工施設・実需要者等によるコンソーシアム 

  ・補助率：定額 

 

４ 予算額 55,000 千円（国庫） 

 

５ 事業目標  

ニホンジカの捕獲を促進することによる農林業被害額の減（R３：667,750 千円以下） 

 


